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　■땎歳成人式땏２市町のみ

　成人年齢が引き下げられた

後、何歳で成人式を開くか―。

法務省が市区町村に調査したと

ころ、歳に変更するのは１月

時点で２市町にとどまることが

日、分かった。他は「受験と

重なる」땎飲酒と喫煙が可能と

なる」として歳開催を継続す

るところが多い。

　成人年齢を歳に引き下げる

改正民法は年６月に成立、

今年４月に施行。成人式は法的

に定められておらず、政府は時

期を自治体判断に委ねている。

　■スギ花粉飛散は来月上旬

　民間気象会社ウェザーニュー

ズ（千葉市）は日、今年の花

粉の飛散予想を発表した。スギ

の花粉が２月上旬から関東や九

州を中心に飛び始め、２月中に

は東北南部や北陸뙘甲信뙘東海뙘

近畿、中国、四国まで広がる。

東北北部は３月上旬뙘北海道땆シ

ラカバ花粉）では４月下旬に始

まる見通し。

　同社によると、２月下旬から

３月下旬には、西・東日本の広

い範囲でスギ花粉の飛散のピー

クを迎える。
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宮古総合
実 業

全 生物生産
食と環境
（フードクリエイト）
（環境クリエイト）
生活福祉
海洋科学
商業

計
八 重 山
農 林

全 アグリフード
グリーンライフ
フードプロデュース
ライフスキル

計
名護商工 全 工業技術

（機械）
（電気）

建築
総合情報
商業
地域産業

計
美里工業 全 機械

電気
建築
設備工業
調理

計
美来工科 全 機械システム

自動車工学
電子システム
土木工学
ＩＴシステム
コンピュータデザイン

計
浦添工業 全 情報技術

インテリア
デザイン
調理

計
那覇工業 全 機械

自動車
電気
グラフィックアーツ
服飾デザイン

小計
定 機械
電気

小計
計

沖縄工業 全 電子機械
情報電子
建築
土木
工業化学
生活情報

計
南部工業 全 機械

電気
建築設備
（建築デザイン）
（設備工学）

計
宮古工業 全 自動車機械システム

（機械システム）
（自動車）

電気情報
（電気技術）
（情報技術）

生活情報
（フードデザイン）
（服飾デザイン）

計
八 重 山
商 工

全 機械電気
（機械）
（電気）

情報技術
商業
（会計システム）
（情報ビジネス）

（観光）
小計

定 商業
計

具 志 川
商 業

全 リゾート観光
オフィスビジネス
ビジネスマルチメディア
情報システム

計
中部商業 全 総合ビジネス

情報ビジネス
国際ビジネス
生涯スポーツ

計
浦添商業 全 企業システム

国際観光
ＩＴビジネス

計
那覇商業 全 商業

会計
情報処理
国際経済

小計
定 商業

計
南部商業 全 流通クリエイト

オフィスクリエイト
デジタルクリエイト
観光クリエイト

計
沖縄水産 全 海洋技術

海洋サイエンス
総合学

計

辺 土 名 全 普通
自然環境

計
北　 山   全 普通

理数
計

名　 護 全 普通
フロンティア

計
宜 野 座 全 普通
石　 川 全 普通
前　 原 全 普通

（文理）
（英語）

（総合スポーツ）
具 志 川 全 普通
与　 勝 全 普通
読　 谷 全 普通
嘉 手 納 全 総合学

（ドリームデザイン）
（キャリアアップ）

美　 里 全 普通
コ　 ザ  全 普通

定 商業
計

球　 陽 全 理数
国際英語

計
北 中 城 全 普通
北　 谷 全 普通
普 天 間 全 普通
宜 野 湾 全 普通

（情報処理）
（スポーツ・健康）

（普通）
西　 原 全 普通

（健康科学）
（文理）

（特別進学）
陽　 明 全 総合学
浦　 添 全 普通
那覇国際 全 普通

国際
計

泊 定 普通　午前部
　　　夜間部

計
那　 覇 全 普通
首　 里  全 普通

染織デザイン
計

首 里 東 全 普通
真 和 志 全 普通

（普通）
（クリエイティブアーツ）
みらい福祉

　　 計
小　 禄  全 普通

（普通）
（情報ビジネス）
（芸術教養）

那 覇 西 全 普通
国際人文
体育

計
豊 見 城 全 普通

（特進）
（普通）

豊見城南 全 普通
（普通）
（特進）

開　 邦  全 学術探究
芸術

（音楽）
（美術）

計
南 風 原 全 普通

（普通総合）
（郷土文化）

（教養ビジネス）
知　 念  全 普通
糸　 満  全 普通
向　 陽 全 普通

理数
国際文

計
宮　 古  全 普通

文理探究
計

八 重 山 全 普通
北部農林 全 熱帯農業

園芸工学
食品科学
林業緑地
生活科学

小計
定 農業

計
中部農林 全 熱帯資源

園芸科学
食品科学
造園
福祉

小計
定 農業

計
南部農林 全 食料生産

生物資源
食品加工
環境創造
生活デザイン

計

本　 部 全 普通
（進学・情報）

（スポーツ ･保育福祉）
久 米 島 全 普通

園芸
計

　推薦、連携型入試、一般入試、２
次募集の日程は次の通り

【推薦、連携型入試】
結果通知期限＝１月 31日
【一般入試】
願書受け付け＝２月８、９日
初回志願状況発表＝９日
最終志願状況発表＝ 22日
入試日＝３月８、９日
合格発表＝ 15日
【２次募集】
願書受け付け＝３月 16、17日
初回志願状況発表＝ 17日
最終志願状況発表＝ 18日
合格発表＝ 29日
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す
뗇

　
日
航
は

年

月
か
ら
管
理
す
る
各

空
港
の
チ


ク
イ
ン
カ
ウ
ン
タ

な

ど
に
加
工
を
施
し


年
８
月
に
事
業

者
向
け
サ

ビ
ス
の
提
供
を
開
始
し

た


　
使
用
す
る
コ

テ

ン
グ
剤
は

表

具
会
社
﹁
清
華
堂
﹂
뗊
大
阪
市
︶
な
ど

が
開
発
し
た

特
定
の
ウ
イ
ル
ス
を
減

少
さ
せ
る
﹁
無
光
触
媒
﹂
の
作
用
で


付
着
し
た
ウ
イ
ル
ス
を
５
分
間
で

・

９
％
減
少
さ
せ
る
効
果
が
あ
り

３


５
年
持
続

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
へ
の
効
果

も
期
待
で
き
る


業務継続が求められる事業者
医療体制の維持 病院、薬局など医療関係全般
支援が必要な方々
の保護の継続

介護老人福祉施設、障害者支
援施設など

国民の安定的な
生活の確保

電力・ガス、飲食料品供給、
小売店、冠婚葬祭、メディア

社会の安定の維持
金融サービス、物流・運送サー
ビス、行政サービス、
育児サービス

培
栽
ス
タ
レ
で
石
軽
着
漂

性
能
可
に
用
利
業
農

験
実
が
団
財
島
ら
美
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萩原真美さん 小野尋子さん

全日本中国語スピーチコン

テスト全国大会で大学生部

門２位とＮＨＫ会長賞に輝

いた出地佑希さん

　
︻
本
部
︼
沖
縄
美
ら
島
財
団
の
総
合
研
究
セ
ン
タ

植
物

研
究
室
は

日

海
底
火
山
の
噴
火
で
漂
着
し
た
軽
石
を
赤

土
に
混
ぜ

県
内
で
も
一
般
的
な
リ

フ
レ
タ
ス
で
栽
培
試

験
を
し
た
と
こ
ろ

赤
土
の
み
で
育
て
た
場
合
と
ほ
ぼ
変
わ

ら
な
い
収
量
が
得
ら
れ
た
と
す
る
結
果
を
発
表
し
た

塩
分

の
影
響
も
受
け
て
お
ら
ず
﹁
農
業
資
材
と
し
て
利
活
用
で
き

る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
﹂
と
し
て
い
る


　社　　会　 １版 　年　땆令和４年땇　月　日　木曜日       第３種郵便物認可

　
県
教
育
庁
は

日

２
０
２

２
年
度
の
県
立
高
校
入
試
の
推

薦
入
学
と
連
携
型
・
併
設
型
入

学
の
志
願
状
況
を
発
表
し
た


全
日
制
は
推
薦
枠
３
７
６
０
人

に
対
し
뗆３
７
２
７
人
が
志
願
뗇

倍
率
は
０
・

倍
だ

た

定

時
制
は
志
願
者
が
い
な
か


た


　
志
願
倍
率
が
最
も
高
か

た

の
は
向
陽
뗊普
通
뗋
３
・

倍
뗇

次
い
で
普
天
間
︵
普
通
︶
３
・


倍

那
覇
国
際
︵
国
際
︶
３

・

倍

球
陽
︵
理
数
︶
２
・


倍

開
邦
︵
学
術
探
究
︶
２

・

倍
と
な

て
い
る


　
中
高
一
貫
教
育
校
の
う
ち


選
抜
が
あ
る
連
携
型
入
学
の
本

部

久
米
島
の
両
校
は
全
体
で

定
員
２
０
０
人
に
対
し


人

が
連
携
中
か
ら
志
願

倍
率
は

０
・

倍
だ

た

選
抜
の
な

い
併
設
型
入
学
の
与
勝
뗆開
邦
뗆

球
陽
の
３
校
は
定
員
計
２
４
０

人
に
対
し

２
２
５
人
が
併
設

中
か
ら
進
学
を
予
定
し
て
い

る


　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
急
拡
大
を
受
け
た
﹁
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
﹂
が
県
全
域

に
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

推

薦
入
試
は
原
則
と
し
て
面
接
を

中
止
し

書
類
選
考
な
ど
で
合

格
内
定
者
を
決
定
す
る

合
否

は

日
ま
で
に
中
学
校
校
長
を

通
じ
て
本
人
に
通
知
さ
れ
る
予

定
だ

た
が

コ
ロ
ナ
関
連
の

対
応
で

日
に
繰
り
下
げ
る


　
︻
東
京
︼
第

回
全
日
本
中

国
語
ス
ピ

チ
コ
ン
テ
ス
ト
全

国
大
会
︵
主
催
・
公
益
社
団
法

人
日
本
中
国
友
好
協
会
︶
が
９

日

文
京
区
の
日
中
友
好
会
館

で
開
催
さ
れ

石
垣
市
出
身
の

出
地
佑
希
さ
ん
︵
明
海
大
学
中

い

で

ち

国
語
学
科
４
年
︶
が
大
学
生
部

門
２
位
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
賞
に
輝

い
た


　
出
地
さ
ん
は
八
重
山
商
工
高

校
在
学
中
に
必
須
科
目
で
中
国

語
を
学
び

大
学
で
も
発
音
や

表
現
力
な
ど
を
磨
い
て
き
た


今
大
会
で
は
﹁
先
生
が
く
れ
た

夢
の
灯
火
﹂
を
演
題
に
ス
ピ


チ

中
国
語
を
教
え
て
く
れ
た

恩
師
へ
の
思
い
と
自
分
が
日
中

友
好
を
担
う
と
い
う
決
意
を
話

し
た


　
出
地
さ
ん
は
﹁
大
学
の
先
生

や
友
人
た
ち
も
会
場
に
駆
け
つ

け
て
く
れ
て

感
謝
の
気
持
ち

で
い

ぱ
い

卒
業
後
は
中
国

語
と
は
別
の
世
界
に
進
む
が


大
学
で
得
た
学
び
や
経
験
を
一

生
の
宝
物
と
し
て
将
来
の
糧
に

し
た
い
﹂
と
喜
ん
だ

















沖
縄
美
ら
島
財
団
総
合
研
究
セ
ン
タ


植
物
研
究
室
の
試
験
で
表
れ
た


軽
石
の
混
合
割
合
と
塩
分
の
有
無
が

リ

フ
レ
タ
ス
の
生
育
に
及
ぼ
す
影

響
︵
同
財
団
提
供
︶

　
栽
培
試
験
は

本
部
町
内
の

海
岸
に
漂
着
し
た
軽
石
を
１
뗟

四
方
の
ふ
る
い
に
か
け

①
赤

土
の
み
②
軽
石

％
・
赤
土


％
③
軽
石

％
・
赤
土

％
④

軽
石
の
み
｜
の
４
条
件
で
実
施

し
た


　

月

日


月

日
に
か

け
て

ビ
ニ

ル
ハ
ウ
ス
内
で

水
と
肥
料
を
与
え
な
が
ら
①
か

ら
④
で
鉢
を
九
つ
ず
つ
栽
培


一
株
当
た
り
の
重
さ
や
葉
の
大

き
さ
と
い

た
﹁
収
量
﹂
を
比

べ
た
と
こ
ろ

①

③
に
ほ
と

ん
ど
変
化
は
な
か

た


　
ま
た
漂
着
後
の
一
定
の
塩
分

が
含
ま
れ
た
軽
石
と

流
水
に


時
間
さ
ら
し
て
ほ
ぼ
塩
分
を

取
り
除
い
た
状
態
と
で
も
比
べ

た
が

塩
分
の
有
無
は
影
響
な

か

た


　
一
方
で
塩
分
を
含
ん
だ
場
合

も
取
り
除
い
た
場
合
も

④
の

﹁
軽
石
の
み
﹂
で
は
収
量
が
落

ち
た


　
一
般
的
に
軽
石
は

土
壌
の

排
水
性
の
改
善
や
軽
量
化
を
目

的
に
農
業
資
材
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る

栽
培
試
験
に
は
本
島

北
部
に
多
い
﹁
国
頭
マ

ジ
﹂

を
使
用

中
南
部
に
分
布
す
る

﹁
ジ


ガ
ル
﹂
や
﹁
島
尻
マ


ジ
﹂
な
ど
の
土
壌
で
も
調
査

を
続
け

県
内
全
域
で
の
利
活

用
に
つ
い
て
探
り
た
い
と
し
て

い
る


　
政
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
に
つ
い
て
議
論
す
る
基

本
的
対
処
方
針
分
科
会
の
尾
身

茂
会
長
は

日

新
た
な
変
異

株
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
有
効
な

の
は
﹁
人
流
抑
制
で
は
な
く
人

数
制
限
だ
﹂
と
述
べ
た

飲
食

店
の
休
業
や
ス
テ
イ
ホ

ム
な

ど
で
経
済
活
動
を
止
め
る
必
要

は
な
く

大
人
数
や
大
声
を
出

す
場
と
い

た
リ
ス
ク
の
高
い

状
況
は
避
け
る
よ
う
呼
び
掛
け

た

뗒
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
﹂
の
追
加
適
用
を
決
め
た
対

策
本
部
に
先
立
ち
開
か
れ
た
分

科
会
の
終
了
後

記
者
団
の
取

材
に
答
え
た

︵
３
面
参
照
︶

　
尾
身
氏
は

こ
れ
ま
で
の
感

染
事
例
に
は
共
通
し
て

大
人

数
の
集
ま
り

大
声

換
気
が

不
十
分

適
切
に
マ
ス
ク
を
着

け
　て
い
な
い
と
い
う
特
　徴
が

あ
る
と
指
摘

뗒
４
人
ぐ
ら
い

で
静
か
に
会
食
し

話
す
と
き

は
マ
ス
ク
を
す
る
と
　い

た

行
動
を
す
れ
ば

店
を
閉
め
る

必
要
は
な
い
と
思
う
﹂
と
話
し

た


　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
感
染
拡
大

の
ス
ピ

ド
が
速
い
が

減
少

す
る
の
も
速
い
可
能
性
が
あ
る

と
の
見
方
を
示
し

基
本
的
な

対
策
で
あ
る
飛
沫
を
浴
び
る
よ

ま

つ

ひ

う
な
接
触
の
機
会
を
減
ら
す
こ

と
の
重
要
性
を
強
調
し
た


社
会
イ
ン
フ
ラ
の

業
務
継
続
へ
対
策

感
染
拡
大
で
政
府
方
針

　
政
府
は

日

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
指
針

﹁
基
本
的
対
処
方
針
﹂
を
改
定

し
た


　
感
染
力
が
強
い
﹁
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
뗓が
拡
大
し
た
場
合
に
も
뗆

社
会
イ
ン
フ
ラ
な
ど
国
民
の
生

活
に
不
可
欠
な
業
務
を
継
続
す

る
た
め

十
分
な
感
染
対
策
や

テ
レ
ワ

ク
の
活
用
な
ど

各

事
業
者
に
対
し
都
道
府
県
が
要

請
す
る
取
り
組
み
を
定
め
て
い

る


　
対
処
方
針
で
は

生
活
な
ど

に
不
可
欠
な
業
務
を
①
医
療
体

制
の
維
持
②
支
援
が
必
要
な
方

々
の
保
護
の
継
続
③
国
民
の
安

定
的
な
生
活
の
確
保
④
社
会
の

安
定
の
維
持
｜
に
分
類
し

医

療
従
事
者
や
介
護
業

電
力
・

ガ
ス

メ
デ

ア

金
融
サ


ビ
ス

物
流
・
運
送
サ

ビ
ス

な
ど
を
挙
げ
た


　
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
や

緊
急
事
態
宣
言
の
対
象
地
域
で

は

テ
レ
ワ

ク
の
活
用
や
時

差
出
勤

自
転
車
通
勤
を
推
進

す
る
こ
と
と
し

感
染
者
や
濃

厚
接
触
者
が
増
え
た
場
合
で
も

﹁
事
業
の
特
性
を
踏
ま
え

業

務
を
継
続
す
る
こ
と
﹂
を
働
き

掛
け
る
よ
う
求
め
て
い
る


個
人
情
報
保
護
委

氏
名
な
ど
漏
え
い

ウ

ブ
に
誤
掲
載

　
個
人
情
報
保
護
委
員
会
事
務

局
は

日

個
人
情
報
保
護
法

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
意

見
募
集
の
結
果
を
７
日
に
ウ


ブ
で
公
表
し
た
際

意
見
提
出

し
た

人
の
氏
名
や
一
部
所
属

先
を
誤

て
公
表
し
て
し
ま
う

情
報
漏
え
い
が
あ

た
と
発
表

し
た


　
公
表
資
料
フ

イ
ル
を
作
成

す
る
際
に
情
報
を
削
除
せ
ず


７
日
午
後
１
時
か
ら

分
間


ウ

ブ
に
掲
載
し
た


　
外
部
か
ら
の
指
摘
で
発
覚

し

連
絡
先
が
特
定
で
き
た


人
に
は

日
ま
で
に
お
わ
び
し

た


　
同
事
務
局
は
再
発
防
止
の
た

め
﹁
よ
り
厳
格
か
つ
適
正
な
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
に
努
め

る
﹂
と
し
て
い
る


預
か
り
金
流
出
で

顧
客

人
が
提
訴

破
産
弁
護
士
法
人
の
提
携
先

　
約

億
円
の
負
債
を
抱
え
破

産
し
た
弁
護
士
法
人
﹁
東
京
ミ

ネ
ル
ヴ

法
律
事
務
所
﹂
が
顧

客
の
預
か
り
金
を
業
務
提
携
先

の
広
告
会
社
側
に
流
出
さ
せ
た

と
し
て

東
北
や
中
国
地
方
な

ど
の
顧
客

人
が

日

広
告

会
社
の
代
表
ら
に
総
額
約
６
千

万
円
の
損
害
賠
償
を
求
め

東

京
地
裁
に
提
訴
し
た

顧
客
側

代
理
人
に
よ
る
と

流
出
資
金

の
総
額
は
約

億
円
に
上
る
と

み
ら
れ
る


　
ミ
ネ
ル
ヴ

は
２
０
１
２
年

４
月
に
設
立
さ
れ

多
重
債
務

者
の
過
払
い
金
を
消
費
者
金
融

か
ら
取
り
戻
す
﹁
過
払
い
金
ビ

ジ
ネ
ス
뗓
を
展
開
뗇

年
６
月
뗆

東
京
地
裁
が
破
産
手
続
き
開
始

を
決
定
し
た


Ｎ
Ｈ
Ｋ
字
幕
問
題

裏
付
け
取
材
怠
る

担
当
デ

レ
ク
タ


　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
Ｂ
Ｓ
１
ス
ペ
シ


ル
﹁
河
瀬
直
美
が
見
つ
め
た
東

京
五
輪
﹂
で

五
輪
反
対
デ
モ

に
参
加
し
た
男
性
が
金
銭
で
動

員
さ
れ
て
い
る
と
い
う

事
実

と
異
な
る
字
幕
を
付
け
た
問
題

で

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は

日

担
当
デ


レ
ク
タ

が
制
作
中
に
プ
ロ

デ


サ

か
ら
事
実
の
確
認

を
求
め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず

金
銭
の
授
受
な
ど
の
裏
付

け
取
材
を
し
て
い
な
か

た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た


　
正
籬
聡
放
送
総
局
長
は
定
例

記
者
会
見
で
﹁
ジ


ナ
リ
ス

ト
と
し
て
基
本
中
の
基
本
の
事

実
を
確
認
す
る
と
い
う
こ
と
が

お
ろ
そ
か
だ

た

本
当
に
申

し
訳
な
い
﹂
と
あ
ら
た
め
て
陳

謝
し
た


　
番
組
は
東
京
五
輪
の
公
式
記

録
映
画
の
監
督
を
務
め
る
河
瀬

さ
ん
に
密
着
し
た
ド
キ

メ
ン

タ
リ


Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ
る
と


担
当
デ

レ
ク
タ

は
映
画
の

ス
タ

フ
に
﹁
デ
モ
に
参
加
す

る
意
向
が
あ
る
﹂
と
男
性
が
話

し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
だ

け
で

直
接
本
人
か
ら
裏
付
け

を
取
ら
な
い
ま
ま

事
実
確
認

を
し
た
と
プ
ロ
デ


サ

に

報
告

プ
ロ
デ


サ

も
詳

し
い
説
明
を
求
め
な
か

た


津
波
警
報
の
遅
れ

뗒今
後
は
迅
速
に
뗓

気
象
庁
長
官

　
気
象
庁
の
長
谷
川
直
之
長
官

は

日
の
定
例
記
者
会
見
で


南
太
平
洋
ト
ン
ガ
沖
の
大
規
模

噴
火
に
伴
う
津
波
警
報
の
発
表

が
観
測
後
に
な

た
こ
と
に
触

れ

뗒
暮
ら
し
や
命
を
守
る
立

場
か
ら
す
る
と
残
念
だ
と
受
け

止
め
て
い
る

今
回
を
踏
ま
え

今
後
は
迅
速
に
対
応
す
る
﹂
と

述
べ
た


　
沖
縄
協
会
︵
上
原
良
幸
代
表

理
事
︶
は
主
催
す
る
第

回
沖

縄
研
究
奨
励
賞
で

受
賞
者
の

琉
球
大
学
工
学
部
の
小
野
尋
子

教
授
뗊
뗋뗊自
然
科
学
部
門
뗋

聖
徳
大
学
大
学
院
教
職
研
究
科

の
萩
原
真
美
准
教
授
뗊

뗋
뗊
社

会
科
学
部
門
︶
に

日

賞
状

を
発
送
し
た


　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
急
拡
大
で
授
賞
式
は
中
止

し
た


　
小
野
教
授
は
沖
縄
本
島
内
の

駐
留
米
軍
基
地
跡
地
利
用
計
画

に
関
し
て
뗆萩
原
准
教
授
は
뗒占

領
下
沖
縄
の
学
校
教
育
﹂
を
テ


マ
に
そ
れ
ぞ
れ
研
究
し
て
い

る

２
氏
に
は
副
賞
で
研
究
助

成
金
と
し
て

万
円
を
贈
呈
し

た


　
小
野
教
授
は
﹁
今
後
と
も
返

還
跡
地
の
魅
力
あ
る
都
市
づ
く

り
に
向
け
て
研
究
に
ま
い
進
し

て
い
き
た
い
뗓

萩
原
准
教
授

は
﹁
沖
縄
の
歴
史
副
読
本
や
そ

の
系
譜
に
関
す
る
研
究

学
校

と
軍
用
施
設
の
立
地
の
相
関
に

関
す
る
研
究
に
真
摯
に
取
り
組

し

し

ん

ん
で
い
き
た
い
﹂
と
そ
れ
ぞ
れ

コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
た


　
沖
縄
協
会
は
﹁
２
氏
に
は
こ

れ
か
ら
の
沖
縄
の
振
興
・
発
展

の
た
め
に
研
さ
ん
し

ま
た
後

進
の
指
導
に
も
力
添
え
い
た
だ

き
た
い
﹂
と
期
待
し
た

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